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考   察 

 これまでの海中網生簀を用いた中間育成では、夏場の高水温の影響で滑走細菌症などの疾病による大量

へい死が発生する場合が多かった（表 2）。今年の水温は、ほぼ平年並みで推移したものの、25℃以上にな

る頃からへい死がみられ始め、網スレにによる影響で細菌症に感染し、さらにへい死が拡大しやすい状況

になると考えられる。このため次年度は、網スレによる疾病発生を防止し生残率を向上させるため、陸上

水槽による飼育試験を実施予定である。 

また、放流技術について、平成 21 年以前はアンカータグを装着し標識放流していたが、全長 70mm 未満

の小型魚への負担軽減等から、平成 22 年以降は標識の脱落や再生が少ない鰭抜去を行い標識放流している。

現在のところいずれも再捕報告はないものの、キツネメバルはクロソイに比べて成長が遅く漁獲サイズま

で年数（放流後 3～4 年）を要することから、今後の再捕状況の推移をみていきたい。 

 

表2　新深浦町漁協でのキツネメバル中間育成試験結果（平成19～22年度）

尾数 全長(mm) 体重(g) 尾数 全長(mm) 体重(g) 生残率

(尾)
平均±SD
最小～最大

平均±SD
最小～最大

(尾)
平均±SD
最小～最大

平均±SD
最小～最大

(％)

40±3 1.0±0.3 網生簀

35～47 0.6～1.9 1面 61±5 4.3±1.1

50±3 2.8±0.5 網生簀 55～72 2.8～7.2

40～57 1.4～4.2 1面

42±2 1.2±0.2 網生簀 69±5 6.4±1.2

34～47 0.6～1.8 1面 59～78 4.0～9.0

44±4 1.5±0.4 網生簀 62±4 4.7±0.8

31～50 0.4～2.4 2面 55～70 3.4～7.0

46±3 1.6±0.4 網生簀 46±3 1.6±0.3

40～50 0.6～2.3 1面 40～55 0.8～2.2

60±3 4.1±0.6 網生簀 67±5 6.4±1.2

55～65 3.0～5.3 1面 57～78 4.1～10.2

※ 高水温の影響で殆ど全滅状態の為、途中放流.
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開始時 終了時

年月日
施設
種類

年月日
飼育
日数

19

H19.7.12 23,000

H19.10.19

99

10,063 32.6

H19.8.27 7,900 53
　　　（生け簀網の破損により一部流出）

68.0

26,698 33.0

H20.7.17 20,118 H20.11.5 111 13,678

20,000

10,000

22

21

20

H21.8.4

H21.7.29

H21.9.15

5.0

98.5

H21.11.20

H21.9.10

H21.11.19

108

43

65

8,800

1,000

9,850
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目   的 

 近年陸奥湾のマナマコは、急激な漁獲量増加によって資源の減少が懸念されていることから、マナマコ

資源増大のために、増殖場造成、漁獲規制および種苗放流による資源添加が試みられている。本研究は種

苗放流において、効果的な放流方法を明らかにすることでマナマコ資源の造成に資することを目的として

いる。 

 

材料と方法 

1. 外部標識試験 

平成 23 年 5 月～6 月、体重 18g～45g 前後のマナマコ 12 個

体に、内臓を傷つけないよう縫い針で手術用縫合糸を通し、

これに外部標識を装着した（図 1、2）。 

標識個体と同等重量のナマコを対照個体（12 個体）とし、

研究所内の同一水槽内で流水式により無給餌で飼育観察し、

重量を計測した。なお、対照個体の重量測定は標識個体の標

識が脱落するまでとした。 

 

2. 稚ナマコ生息状況調査 

稚ナマコの発生状況を調査するため、陸奥湾の水深 10m の

海底に、10m 四方の試験区を以下のとおり 4 種類設定した。 

・藻場区（アマモ類が繁茂している藻場海域） 

・転石区（天然の転石がある岩礁域） 

・平成 21 年敷設貝殻区（以下「H21 貝殻区」という。） 

・平成 22 年敷設貝殻区（以下「H22 貝殻区」という。） 

藻場区・転石区・H22 貝殻区では、平成 23 年 5 月から 10

月までの計 6 回、H21 貝殻区では平成 23 年 6 月～10 月までの計 5 回潜水調査した。調査では、概ね体長

5cm 未満の個体を採取（藻場・転石区：1 ㎡×8 枠、貝殻区：1 ㎡×4 枠）し、個体数及び重量を測定した。 

 

 

 

 

 

発表誌：ナマコ種苗放流マニュアル．(地独)青森県産業技術センター水産総合研究所．平成 24 年 3 月 

 

 

図 1 縫い針で刺している様子     

  図 2 標識をつけたナマコ 
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3. ホタテガイ貝殻敷設場における稚ナマコ収容力把握調査 

陸奥湾の水深 10m の海底に敷設された 10m 四方のホタテガイ貝殻場の中央 1 ㎡に、ナマコ人工種苗（麻

酔体長 20 ㎜前後）を 2,000 個体放流し、採取場所が重ならないようランダムに設定した貝殻場中央から 1

～ 5ｍ離れた場所において放流

後 1、2、3、4、6、11、16、21

週目に貝殻層内部を含めた種苗

の生息密度を調べた。（図 3、図

4） 

 

結   果 

1. 外部標識試験 

標識は 11 日目までは全ての

個体に装着されていたが、15 日

目に 2 個体から脱落した。さら

に、17 日目までに 6 個体から標

識が外れ、計 8 個体から標識が

脱落した（表 1、2）。 

ナマコの重量は、対照個体で

は平均で約 16％減少し、標識個

体では平均で約 21％減少した。

標識個体と対照個体の体重変化

の平均値に有意差はなく、標識

を付けたことによる差は認められなかった（P 値＞0.05、t 検定）

（表 3）。 

 

2. 稚ナマコ生息状況調査 

天然稚ナマコの生息状況を調べた結果を図 5 に示す。 

平成 23 年 5 月～11 月までの稚ナマコの平均生息密度は、H22

貝殻区では 18 個体/㎡、H21 貝殻区では 11 個体/㎡、転石区で

は 7 個体/㎡、藻場区では 2 個体/㎡であり、H21 貝殻区が H22

貝殻区に比べ低い値となった。稚ナマコは、H22 貝殻区では平

成 23 年 8 月観察時において生息密度が 28 個体/㎡と、全試験区

図 3 貝殻区採取中           図 4 貝殻層にいる稚ナマコ 

1 -18.6 -2.8
2 -21.2 -3.6
3 -16.0 -3.7
4 -2.8 -2.8
5 -28.3 -56.0
6 -4.7 -35.9
7 -22.2 -14.8
8 -54.2 -28.7
9 -32.1 -24.8

10 -6.6 -11.1
11 -48.6 -7.1
12 -0.6 -5.3

平均 -21.3 -16.4

標識個体 対照個体

表 3 標識脱落までの体重変化(%） 

表 1 標識個体の重量(g)と体重変化(%) 

1日目 4日目 8日目 11日目 15日目 17日目 22日目 27日目 体重変化(%)
1 25.3 21.6 23.0 21.4 20.6 - - - -18.6
2 27.8 26.4 24.6 21.0 21.9 - - - -21.2
3 20.6 17.5 18.9 17.1 17.3 - - - -16.0
4 17.6 18.5 21.1 17.1 - - - - -2.8
5 32.1 27.9 30.9 26.0 23.0 - - - -28.3
6 19.2 19.6 19.0 19.7 19.1 18.9 18.3 - -4.7
7 30.6 22.1 24.3 22.9 23.8 - - - -22.2
8 30.1 26.3 26.6 24.5 21.9 20.5 16.7 13.8 -54.2
9 22.4 24.4 24.9 21.8 20.4 17.9 15.2 - -32.1

10 28.9 26.8 25.7 25.6 27.0 - - - -6.6
11 21.2 17.5 16.8 13.1 13.1 11.5 10.9 - -48.6
12 46.8 45.7 46.1 46.5 - - - - -0.6

1日目 4日目 8日目 11日目 15日目 17日目 22日目 27日目 体重変化(%)
1 24.9 25.3 25.1 24.4 24.2 - - - -2.8
2 27.5 28.4 27.4 28.9 26.5 - - - -3.6
3 21.7 19.5 22.2 19.5 20.9 - - - -3.7
4 18.0 17.5 18.0 17.5 - - - - -2.8
5 32.3 25.5 24.8 22.1 14.2 - - - -56.0
6 19.2 - 14.3 14.4 15.6 14.1 12.3 - -35.9
7 30.5 28.8 29.4 26.4 26.0 - - - -14.8
8 34.2 33.7 33.2 28.6 30.7 32.1 25.9 24.4 -28.7
9 21.4 20.7 19.6 17.5 17.1 17.3 16.1 - -24.8

10 26.2 22.3 22.8 21.0 23.3 - - - -11.1
11 18.3 19.6 20.5 19.2 19.4 21.8 17.0 - -7.1
12 43.2 42.1 41.3 40.9 - - - - -5.3

表 2 対照個体の重量(g)と体重変化(%) 
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を通じて最大となった。 

試験区ごとに採取された天然稚ナマコの

重量別個体数を図 6 に示した。平成 23 年 4

月から 7 月までに発生したと思われる 1g

未満のナマコは、平成 23 年 6 月から 11 月

までに、H21、H22 貝殻区ではそれぞれ 68

個体、252 個体採取された。全ての試験区

において 7月頃から 1g未満の稚ナマコが確

認された。 

 

 

 

 

 図 5 天然稚ナマコ生息状況調査 

個
体
数 

図 6 試験区ごとに採取された天然稚ナマコの重量別個体数 

個
体
数 
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3. ホタテガイ貝殻敷設場における稚ナマコ収容力把握調査 

貝殻区の中心から 1～5m の範囲の

生息密度を図 7 に示した。ナマコの

生息密度は、放流から 3 週目に 132

個体/㎡と最大値を示し、21 週目に

は 32 個体/㎡に減少した。 

 

考   察 

1. 外部標識試験 

本試験では、ナマコの体組織から

糸が脱落する様子が観察された。ナ

マコに外部標識を装着すると、ナマ

コの体組織が漸次に崩壊して異物が

除去され、その後新しい組織が再生

されることが知られており１）、本試験も同様の結果になった。 

これについては、標識個体及び対照個体の全てにおいて体重が減少しており、トリカルネットで仕切ら

れた空間において、餌をうまく摂取できていないことが要因ではないかと推測された。 

 

2. 稚ナマコ生息状況調査 

稚ナマコは、藻場区、転石区、H21 貝殻区、H22 貝殻区の順に生息密度が高い値となり、藻場区ではアマ

モの根や葉に、転石区では岩陰に、貝殻区では貝殻と貝殻との間に生じる隙間などに多く生息していた。

この理由として、貝殻に堆積物が次第に蓄積したため、生息場所となる隙間が減少し、収容力が低下した

ことが考えられた。また、生息密度は水温が徐々に高くなる 6 月から 8 月にかけて、時間経過とともに減

少したため、成長したナマコが他海域に移動したことが推測された。これらから、稚ナマコの着底、生育

には、ホタテガイ貝殻敷設場が最も適した漁場であることがわかった。一方で、貝殻敷設場では年数の経

過とともに、稚ナマコの生息数に減少が見られた。今後、ナマコ収容力回復のための方策（貝殻の掘り起

こし等）についても検討する必要がある。 

H21 貝殻区では、産卵前である平成 23 年 5 月上旬に 1g 未満個体が生息していた。この稚ナマコは、前

年に発生・着底し貝殻層内部に生息していた成長の遅い個体であると推測された。このことから、ナマコ

の人工種苗には大きな成長差があることが知られているが、天然海域においても個体間に大きな成長差の

あることがわかった。 

 

3. ホタテガイ貝殻敷設場における稚ナマコ収容力把握調査 

放流した稚ナマコは、放流後まもなく貝殻層の内部に潜り込み、6 週目以降には試験区縁辺に移動した

と考えられた。放流後 7 週目以降には生息密度が安定し、約 30 個体/㎡となっていることから、ホタテガ

イ貝殻内の稚ナマコの収容力は 1 ㎡当り 30 個体前後であると推測された。 
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図 7 貝殻区の中央から 1～5m の範囲の生息密度  
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